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Ⅰ 貸借対照表のＣＳＶ作成 

１．TPS1000でExcel切り出し 

TPS1000 のメニュー「671.決算書(単年度)印刷・Excel 切出」で決算書を Excel 切り出しします。 

 

 

 

 

２．空欄の勘定科目の確認 

(1) 「Sheet2」シートが貸借対照表です。 

(2) 空欄の勘定科目は、ｅ－ＴＡＸグループ通算で読み込めません。 

そのため、勘定科目名が空欄で金額のみある勘定科目名については、適切な勘定科目名を設定し

てください。 

 （ご参考）国税 e-Tax ソフト仕様では、勘定科目名が空欄の場合、電子申告できません。 

 

 



- 2 - 

 

３．セル結合の解除 

(1) 編集作業を簡易に行えるよう、結合されているセル結合を解除します。 

セル結合を解除する具体的な項目は、下記のとおりです。 

①「資産の部」の科目 

②「資産の部」の金額 

③「負債の部」「純資産の部」の科目 

④「負債の部」「純資産の部」の金額 

  （例）「資産の部」の科目のセル結合の解除 

 

①科目を範囲指定して 

②「セルを結合して中央

揃え」をクリック 
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  同様に、資産の部」の金額、「負債の部」「純資産の部」の科目・金額について、範囲指定してセ

ル結合を解除します。 
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４．勘定科目の転記 

  ｅ－ＴＡＸグループ通算に勘定科目を読み込めるよう、勘定科目を転記します。 

 

(1) 勘定科目の階層を設定する場合 

  貸借対照表の左右に列を挿入し、そこに勘定科目の階層を列に分け（例：１階層目をＡ列、２階

層目をＢ例・・）、勘定科目を転記します。 

 

 

①貸借対照表の左側に列を挿入（５～６列） 

②「資産の部」の勘定科目の階層を列で分けて転記 

  

 

③同様に、「負債の部」「純資産の部」の勘定科目の階層を列で分けて転記 

 

 

 （※）ｅ－ＴＡＸグループ通算で読み込む際、勘定科目を国税庁指定の e-Tax 科目に対応付け（紐

付け）します。勘定科目に階層があるとより簡易に対応付け（紐付け）できます。 

 

  

階層を列で分けて転記 

階層を列で分けて転記 



- 5 - 

 

(2) 勘定科目の階層を設定しない場合 

  項番の記載を削除します。 

下記、赤枠の箇所に記載されている項番（例：Ⅰなど）を削除します。     

 

 

５．マイナス金額の設定 

(1) マイナスを示す「△」がある場合、金額の先頭に「-」（マイナス）を入力してください。 

 
 

 

 

 

 

  



- 6 - 

 

６．たな卸資産の内訳の転記 

(1) たな卸資産の内訳を電子申告する場合は、以下の手順で、「たな卸資産の計算内訳」の勘定科目と

金額を貸借対照表の勘定科目「たな卸資産」の下に転記します。 

 

 ①「たな卸資産の計算内訳」のセル結合の解除 

編集作業を簡易に行えるよう、「Sheet4」シートの「たな卸資産の計算内訳」について、結合さ

れているセル結合を解除します。セル結合を解除する具体的な項目は、下記のとおりです。 

a.勘定科目 

b.金額  

 

 

 ②貸借対照表へのたな卸資産の内訳の転記 

  1)「Sheet2」シートの貸借対照表の勘定科目「たな卸資産」の下に行挿入します。 

   挿入する行数は、「たな卸資産の計算内訳」の科目数です。 

 

 
「たな卸資産」の内訳を転記するため、行挿入します。 
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  2)「たな卸資産の計算内訳」(「Sheet4」シート)の勘定科目名と金額を、貸借対照表の勘定科目

「たな卸資産」の下に貼り付けます（コピー＆貼り付け）。 

 

a.勘定科目の階層を設定する場合 

 

 

 

b.勘定科目の階層を設定しない場合 
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７．ＣＳＶファイルの作成 

(1) 貸借対照表の「Sheet2」シートが表示されている状態で、メニューバー[ファイル]を選択します。 

(2) 「名前を付けて保存」を選択後、判別しやすいファイル名を入力し、「CSV(コンマ区切り)(*.csv)」

を選択後、「保存」ボタンをクリックします。 

 

 

(3) 下記のメッセージが表示されます。 

  「ＯＫ」をクリックします。 

   

 

(4) ＣＳＶファイルを閉じます。 
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Ⅱ 損益計算書のＣＳＶ作成 

１．TPS1000でExcel切り出し 

TPS1000 のメニュー「671.決算書(単年度)印刷・Excel 切出」で決算書を Excel 切り出しします。 

 

 

 

 

２．空欄の勘定科目の確認 

(1) 「Sheet3」シートが損益計算書です。 

(2) 空欄の勘定科目は、ｅ－ＴＡＸグループ通算で読み込めません。 

そのため、勘定科目名が空欄で金額のみある勘定科目名については、適切な勘定科目名を設定し

てください。 

 （ご参考）国税 e-Tax ソフト仕様では、勘定科目名が空欄の場合、電子申告できません。 
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３．セル結合の解除 

(1) 編集作業を簡易に行えるよう、結合されているセル結合を解除します。 

セル結合を解除する具体的な項目は、下記のとおりです。 

①金額 

 ※貸借対照表と異なり、損益計算書の科目はセル結合していないため、解除の必要はありません。 

  （例）「左の金額」のセル結合の解除 

 

①「左の金額」を範囲指定 

②「セルを結合して中央揃

え」をクリック 
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  同様に、「中の金額」、「右の金額」について、範囲指定してセル結合を解除します。 
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４．勘定科目の転記 

  ｅ－ＴＡＸグループ通算に勘定科目を読み込めるよう、勘定科目を転記します。 

 

(1) 勘定科目の階層を設定する場合 

  損益計算書の右側に列を挿入し、そこに勘定科目の階層を列に分け（例：１階層目をＦ列、２階

層目をＧ例・・）、勘定科目を転記します。 

 

 

①損益計算書の右側に列を挿入（２～３列） 

②損益計算書の勘定科目の階層を列で分けて転記 

 

 （※）ｅ－ＴＡＸグループ通算で読み込む際、勘定科目を国税庁指定の e-Tax 科目に対応付け（紐

付け）します。勘定科目に階層があるとより簡易に対応付け（紐付け）できます。 

 

(2) 勘定科目の階層を設定しない場合 

  作業は不要です。 

※ｅ－ＴＡＸグループ通算での読み込み時に、項番の列を読み込まないように設定します。 

そのため、貸借対照表とは異なり、項番の記載の削除は不要です。 

 

５．マイナス金額の設定 

(1) マイナスを示す「△」がある場合、金額の先頭に「-」（マイナス）を入力してください。 

  

階層を列で分けて転記 
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６．金額の転記 

  ｅ－ＴＡＸグループ通算に金額を読み込めるよう、勘定科目を転記します。 

ｅ－ＴＡＸグループ通算で読み込める金額の列は２列までです。他方、ＴＰＳ１０００で作成す

る損益計算書の金額列は３列です。そのため、ｅ－ＴＡＸグループ通算に読み込む金額を転記しま

す。 

 

(1) 勘定科目の階層を設定する場合 

 

①科目ごとに読み込む金額を、１つだけ転記します。 

 

 

(2) 勘定科目の階層を設定しない場合 

 

①科目ごとに読み込む金額を、１つだけ転記します。 
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７．販売費及び一般管理費の内訳の転記 

(1) 販売費及び一般管理費を電子申告する場合は、以下の手順で、「販売費及び一般管理費の内訳」の

勘定科目と金額を損益計算書の勘定科目「販売費及び一般管理費」の下に転記します。 

 

 ①「販売費及び一般管理費の内訳」のセル結合の解除 

編集作業を簡易に行えるよう、「Sheet4」シートの「販売費及び一般管理費の内訳」について、

結合されているセル結合を解除します。セル結合を解除する具体的な項目は、下記のとおりで

す。 

a.勘定科目 

b.金額  

 

 

 ②貸損益計算書へ「販売費及び一般管理費」の内訳の転記 

  1)「Sheet3」シートの損益計算書の勘定科目「販売費及び一般管理費」の下に行挿入します。 

   挿入する行数は、「販売費及び一般管理費の内訳」の科目数です。 

 

「販売費及び一般管理費」の内訳を転記するため、行挿入します。 
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  2)「販売費及び一般管理費の内訳」(「Sheet4」シート)の勘定科目名と金額を、損益計算書の勘

定科目「販売費及び一般管理費」の下に貼り付けます（コピー＆貼り付け）。 

a.勘定科目の階層を設定する場合 
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b.勘定科目の階層を設定しない場合 
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８．ＣＳＶファイルの作成 

(1) 損益計算書の「Sheet3」シートが表示されている状態で、メニューバー[ファイル]を選択します。 

(2) 「名前を付けて保存」を選択後、判別しやすいファイル名を入力し、「CSV(コンマ区切り)(*.csv)」

を選択後、「保存」ボタンをクリックします。 

 

 

(3) 下記のメッセージが表示されます。 

  「ＯＫ」をクリックします。 

   

 

(4) ＣＳＶファイルを閉じます。 

 

  



- 18 - 

 

Ⅲ 製造原価報告書のＣＳＶ作成 

１．TPS1000でExcel切り出し 

TPS1000 のメニュー「671.決算書(単年度)印刷・Excel 切出」で決算書を Excel 切り出しします。 

 

 

 

 

 

 

２．空欄の勘定科目の確認 

(1) 「Sheet5」シートが製造原価報告書です。 

(2) 空欄の勘定科目は、ｅ－ＴＡＸグループ通算で読み込めません。 

そのため、勘定科目名が空欄で金額のみある勘定科目名については、適切な勘定科目名を設定し

てください。 

 （ご参考）国税 e-Tax ソフト仕様では、勘定科目名が空欄の場合、電子申告できません。 
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３．セル結合の解除 

(1) 編集作業を簡易に行えるよう、結合されているセル結合を解除します。 

セル結合を解除する具体的な項目は、下記のとおりです。 

①科目 

②金額 

  （例）「科目」のセル結合の解除 

  

   

  

①「科目」を範囲指定 

②「セルを結合して中央揃

え」をクリック 
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同様に、「科目」について、範囲指定してセル結合を解除します。 
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４．勘定科目の転記 

  ｅ－ＴＡＸグループ通算に勘定科目を読み込めるよう、勘定科目を転記します。 

 

(1) 勘定科目の階層を設定する場合 

  製造原価報告書の右側に列を挿入し、そこに勘定科目の階層を列に分け（例：１階層目をＦ列、

２階層目をＧ例・・）、勘定科目を転記します。 

 

①製造原価報告書の右側に列を挿入（２～３列） 

②製造原価報告書の勘定科目の階層を列で分けて転記 

 

 （※）ｅ－ＴＡＸグループ通算で読み込む際、勘定科目を国税庁指定の e-Tax 科目に対応付け（紐

付け）します。勘定科目に階層があるとより簡易に対応付け（紐付け）できます。 

 

(2) 勘定科目の階層を設定しない場合 

  作業は不要です。 

※ｅ－ＴＡＸグループ通算での読み込み時に、項番の列を読み込まないように設定します。 

そのため、貸借対照表とは異なり、項番の記載の削除は不要です。 

 

  

階層を列で分けて転記 
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５．ＣＳＶファイルの作成 

(1) 製造原価報告書の「Sheet5」シートが表示されている状態で、メニューバー[ファイル]を選択し

ます。 

(2) 「名前を付けて保存」を選択後、判別しやすいファイル名を入力し、「CSV(コンマ区切り)(*.csv)」

を選択後、「保存」ボタンをクリックします。 

 

 

(3) 下記のメッセージが表示されます。 

  「ＯＫ」をクリックします。 

   

 

(4) ＣＳＶファイルを閉じます。 
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Ⅳ 株主(社員)資本等変動計算書のＣＳＶ作成 

１．TPS1000でExcel切り出し 

TPS1000 のメニュー「623 株主資本等変動計算書の印刷」で株主(社員)資本等変動計算書を Excel

切り出しします。 

(1) TPS1000 のメニュー「623 株主資本等変動計算書の印刷」をクリックします。 

(2) 「623 株主資本等変動計算書の印刷」画面で、画面左上の［印刷］ボタンをクリックします。 

(3) 「株主資本等変動計算書の印刷と Excel 切出」画面が表示されます。 

  必ず、「横形式」のみを選択して、［Excel 切出］ボタンをクリックします。 

  (※)ｅ－ＴＡＸグループ通算では、横形式の株主(社員)資本等変動計算書のみ読み込めます。 

    縦形式は読み込めません。 
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２．セル結合の解除 

(1) 編集作業を簡易に行えるよう、結合されているセル結合を解除します。 

セル結合を解除する具体的な項目は、下記のとおりです。 

①株主(社員)資本等変動計算書（上段の表）の「表示区分」 

②その他資本剰余金及びその他利益剰余金の内訳書（下段の表）の「表示区分」 

 

（例）株主(社員)資本等変動計算書（上段の表）の「表示区分」のセル結合の解除 

 

 

同様に、その他資本剰余金及びその他利益剰余金の内訳書（下段の表）の「表示区分」について、

範囲指定してセル結合を解除します。 

 

 

 

①「表示区分」を範囲指定 ②「セルを結合して中央揃え」をクリック 
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３．その他資本剰余金及びその他利益剰余金の内訳書の転記 

(1) その他資本剰余金及びその他利益剰余金の内訳書（下段の表）を、株主(社員)資本等変動計算書

（上段の表）に転記します。 

 （※）ｅ－ＴＡＸグループ通算は、１つにまとまった株主(社員)資本等変動計算書（上段の表）を

読み込みます。 

 

 ①その他資本剰余金の内訳の転記 

  1)株主(社員)資本等変動計算書（上段の表）に「その他資本剰余金の内訳」を転記するための列

を挿入。 

  

 

  2)株主(社員)資本等変動計算書（上段の表）に「その他資本剰余金の内訳」の「表示区分」を転

記 

  

   （拡大） 

    株主(社員)資本等変動計算書（上段の表）へ転記する際は、「その他資本剰余金」の内訳とす

るため、「その他資本剰余金」の下に転記します。 

     

①「その他資本剰余金の内訳」の数か

ら１つ小さい列数を挿入します。 

（例：内訳が３つの場合は２列を挿入） 

「その他資本剰余金」の下に挿入 
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  3)株主(社員)資本等変動計算書（上段の表）に「その他資本剰余金の内訳」の「金額」を転記 
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 ②その他利益剰余金の内訳の転記 

  1)株主(社員)資本等変動計算書（上段の表）に「その他利益剰余金の内訳」を転記するための列

を挿入。 

 

 

  2)株主(社員)資本等変動計算書（上段の表）に「その他利益剰余金の内訳」の「表示区分」を転

記 

 

   

 （拡大） 

    株主(社員)資本等変動計算書（上段の表）へ転記する際は、「その他利益剰余金」の内訳とす

るため、「その他資利益剰余金」の下に転記します。 

     

 

 

  

①「その他利益剰余金の内訳」のの数から 

１つ小さい列数を挿入します。 

（例：内訳が３つの場合は２列を挿入） 

「その他利益剰余金」の下に挿入 
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 3)株主(社員)資本等変動計算書（上段の表）に「その他利益剰余金の内訳」の「金額」を転記 

 

 

 

４．転記後の「その他資本剰余金及びその他利益剰余金の内訳書」の削除 

転記後の「その他資本剰余金及びその他利益剰余金の内訳書」を、ｅ－ＴＡＸグループ通算で誤

って読み込まないよう削除します。 

 

 

 

 

 

 

  

転記後の「その他資本剰余金及びその他利益剰余金の内訳書」を削除 
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５．ＣＳＶファイルの作成 

(1) メニューバー[ファイル]を選択します。 

(2) 「名前を付けて保存」を選択後、判別しやすいファイル名を入力し、「CSV(コンマ区切り)(*.csv)」

を選択後、「保存」ボタンをクリックします。 

 

 

(3) 下記のメッセージが表示されます。 

  「ＯＫ」をクリックします。 

   

 

(4) ＣＳＶファイルを閉じます。 
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Ⅴ 個別注記表のテキスト作成 

１．TPS1000でテキスト切り出し 

TPS1000 のメニュー「631 個別注記表の作成」で個別注記表をテキスト切り出しします。 

(1) TPS1000 のメニュー「631 個別注記表の作成」をクリックします。 

(2) 「631 個別注記表の作成」画面で、画面上部の［ﾌｧｲﾙ切出］ボタンをクリックします。 

(※)ｅ－ＴＡＸグループ通算では、個別注記表のみテキストで読み込みます。 
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Ⅵ ｅ－ＴＡＸグループ通算での処理：読み込みレイアウトの指定 

１．財務諸表の読み込みレイアウトの指定 

(1) 作成した下記の書類について、読み込みレイアウト（勘定科目が○列目、金額が△列目など）を

指定します。また、電子申告時に使用する勘定科目として、勘定科目を国税庁指定の e-Tax 科目に

対応付け（紐付け）します。 

 （対象書類） 

 ①貸借対照表 

 ②損益計算書 

 ③製造原価報告書 

 ④株主(社員)資本等変動計算書 

 (※)個別注記表はテキストで読み込んで電子申告するため、事前のレイアウト指定はありません。 

 

(2) これにより、翌年以降は当該指定した読み込みレイアウト等を利用しますので、財務諸表（決算

書）を読み込むだけで電子申告できます。 

 

２．貸借対照表の読み込みレイアウトの指定 

 

(1) 読み込みを行う法人（通算親法人又は該当

の子法人）を指定します。 

 

(2) 「205.財務諸表の読込レイアウトの指定」

をクリックします。 

 

※下記のメッセージが表示された場合は、以下

の順に解除を行った後で、「205.財務諸表の

読込レイアウトの指定」を行ってください。 

  

 

 ＜解除するメニュー＞ 

 ①プロセス「９．国税・地方税の電子申告」

－「電子申告ﾃﾞｰﾀ修正(確定解除)」 

 ②プロセス「８．申告書添付書類の作成」 

－「添付書類の修正(確定解除)」 

 

 (注)「電子申告ﾃﾞｰﾀ修正(確定解除)」は、 

グループ全体の処理権限を有する 

ユーザのみ行えます。 
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(3) 左記の画面が表示されます。 

  画面上部の「１．読み込む財務諸表の指定」

で「貴社独自レイアウトの財務諸表」を選択

します。 

 

(4) 「貸借対照表」タブが表示されている状態

で［登録］ボタンをクリックします。 

 

(5) 左記の画面が表示されます。 

  作成した貸借対照表のＣＳＶを指定しま

す。 
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■勘定科目の階層を設定している場合 

(6) 下記の通り指定します。 

 ①形式  ：勘定式 

 ②科目階層：セル 

 ③資産の部  

1)科目   ：資産の部の科目の範囲（列の範囲）を指定します。（Ａ） 

  2)金額   ：資産の部の金額の列（１列）を指定します。（Ｂ） 

  3)読込開始行：読込を開始する行を指定します。指定行以下の科目、金額を読み込みます。（Ｃ） 

 ④負債／純資産の部 

1)科目   ：資産の部の科目の範囲（列の範囲）を指定します。（Ｄ） 

  2)金額   ：資産の部の金額の列（１列）を指定します。（Ｅ） 

  3)読込開始行：読込を開始する行を指定します。指定行以下の科目、金額を読み込みます。（Ｆ） 

（※）詳細は、ｅ－ＴＡＸグループ通算の「システム利用マニュアル」(メニューバー[ヘルプ]－[シ

ステム利用マニュアル])をご確認ください。 

  

 

  

（Ａ） （Ｂ） 

（Ｃ）／（Ｆ） 

（Ｄ） 

（Ｅ） 
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■勘定科目の階層を設定しない場合 

 

 

 

(7) 「電子申告時に使用する科目の指定」タブ

を表示します。 

 

(8) 左記の画面が表示されます。 

  ｅ－ＴＡＸグループ通算の「システム利用

マニュアル」(メニューバー[ヘルプ]－[シス

テム利用マニュアル])をご確認の上、e-Tax

科目の対応付けを行います。 

 

 

  

（Ａ） （Ｂ） 

（Ｃ）／（Ｆ） 

（Ｄ） 
（Ｅ） 
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３．損益計算書の読み込みレイアウトの指定 

 

(1) 「損益計算書」タブが表示されている状態

で［登録］ボタンをクリックします。 

 

(2) 左記の画面が表示されます。 

  作成した損益計算書のＣＳＶを指定しま

す。 
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■勘定科目の階層を設定している場合 

(3) 下記の通り指定します。 

 ①科目階層 ：セル 

 ②科目   ：科目の範囲（列の範囲）を指定します。（Ａ） 

 ③金額   ：金額の列（１列）を指定します。（Ｂ） 

 ④読込開始行：読込を開始する行を指定します。指定行以下の科目、金額を読み込みます。（Ｃ） 

 

（※）詳細は、ｅ－ＴＡＸグループ通算の「システム利用マニュアル」(メニューバー[ヘルプ]－[シ

ステム利用マニュアル])をご確認ください。 

 

 

  

（Ａ） 
（Ｂ） 

（Ｃ） 
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■勘定科目の階層を設定しない場合 

(3) 下記の通り指定します。 

 ①科目階層 ：セル 

 ②科目   ：科目の範囲（列の範囲）を指定します。（Ａ） 

 ③金額   ：金額の列（１列）を指定します。（Ｂ） 

 ④読込開始行：読込を開始する行を指定します。指定行以下の科目、金額を読み込みます。（Ｃ） 

 

（※）詳細は、ｅ－ＴＡＸグループ通算の「システム利用マニュアル」(メニューバー[ヘルプ]－[シ

ステム利用マニュアル])をご確認ください。 

 

 

  

（Ａ） 
（Ｂ） 

（Ｃ） 
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(4) 「電子申告時に使用する科目の指定」タブ

を表示します。 

 

(5) 左記の画面が表示されます。 

  ｅ－ＴＡＸグループ通算の「システム利用

マニュアル」(メニューバー[ヘルプ]－[シス

テム利用マニュアル])をご確認の上、e-Tax

科目の対応付けを行います。 
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４．製造原価報告書の読み込みレイアウトの指定 

 

(1) 「製造原価報告書」タブが表示されている

状態で［登録］ボタンをクリックします。 

 

(2) 左記の画面が表示されます。 

  作成した製造原価報告書のＣＳＶを指定

します。 
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■勘定科目の階層を設定している場合 

(3) 下記の通り指定します。 

 ①科目階層 ：セル 

 ②科目   ：科目の範囲（列の範囲）を指定します。（Ａ） 

 ③金額   ：金額の列（１列）を指定します。（Ｂ） 

 ④読込開始行：読込を開始する行を指定します。指定行以下の科目、金額を読み込みます。（Ｃ） 

 

（※）詳細は、ｅ－ＴＡＸグループ通算の「システム利用マニュアル」(メニューバー[ヘルプ]－[シ

ステム利用マニュアル])をご確認ください。 

 

 

（Ａ） 
（Ｂ） 

（Ｃ） 
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■勘定科目の階層を設定しない場合 

(3) 下記の通り指定します。 

 ①科目階層 ：空白 

 ②科目   ：科目の列（１列）を指定します。（Ａ） 

 ③金額   ：金額の列（１列）を指定します。（Ｂ） 

 ④読込開始行：読込を開始する行を指定します。指定行以下の科目、金額を読み込みます。（Ｃ） 

 

（※）詳細は、ｅ－ＴＡＸグループ通算の「システム利用マニュアル」(メニューバー[ヘルプ]－[シ

ステム利用マニュアル])をご確認ください。 

 

 

  

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） 
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(4) 「電子申告時に使用する科目の指定」タブ

を表示します。 

 

(5) 左記の画面が表示されます。 

  ｅ－ＴＡＸグループ通算の「システム利用

マニュアル」(メニューバー[ヘルプ]－[シス

テム利用マニュアル])をご確認の上、e-Tax

科目の対応付けを行います。 
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５．株主（社員）資本等変動計算書の読み込みレイアウトの指定 

 

(1) 「株主資本等変動計算書」タブが表示され

ている状態で［登録］ボタンをクリックしま

す。 

  ※社員資本等変動計算書の場合は、「社員

資本等変動計算書」タブを表示して［登

録］ボタンをクリックします。 

 

(2) 左記の画面が表示されます。 

  作成した株主（社員）資本等変動計算書の

ＣＳＶを指定します。 

 

  



- 44 - 

 

(3) 下記の通り指定します。 

 ①変動事由等の階層：空白 

 ②表示区分（科目） 

1)読み込み開始列：表示区分（科目）を読み込み開始する列を指定します。（Ａ） 

2)読み込み行  ：表示区分（科目）を読み込む行の範囲を指定します。（Ｂ） 

③変動事由等 

1)読み込む列  ：変動事由等を読み込む行（１つの行）を指定します。（Ｃ） 

2)読み込み開始行：変動事由等の読込を開始する行を指定します。 

指定行以下の科目、金額を読み込みます。（Ｄ） 

 

（※）詳細は、ｅ－ＴＡＸグループ通算の「システム利用マニュアル」(メニューバー[ヘルプ]－[シ

ステム利用マニュアル])をご確認ください。 

 

 

（Ｃ） 

（Ａ） 

（Ｂ） 

（Ｄ） 
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(4) 「電子申告時に使用する科目の指定」タブ

を表示します。 

 

(5) 左記の画面が表示されます。 

  ｅ－ＴＡＸグループ通算の「システム利用

マニュアル」(メニューバー[ヘルプ]－[シス

テム利用マニュアル])をご確認の上、e-Tax

科目の対応付けを行います。 
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Ⅶ ｅ－ＴＡＸグループ通算での処理：読み込み 

１．財務諸表の読込 

  

(1) メニュー「801.財務諸表の読込」をクリッ

クします。 

 

 

 

 

(2) 左記の画面が表示されます。 

  読み込みを行う財務諸表の行をダブルク

リックします。 

 

 

 

 

(3) 左記の画面が表示されます。 

  作成した財務諸表のＣＳＶを指定します。 
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(4) 左記の画面が表示されます。 

  読み込む範囲を確認後、[ＯＫ]ボタンをク

リックします。 

 

(5) 左記の画面が表示されます。 

読み込んだ内容と電子申告時の勘定科目

を確認します。 

次に、「電子申告チェック」ボタンをク

リックして電子申告で利用できない文字を

使用していないかをチェックします。使用

していた場合は、代替文字を登録します。 

  最後に、「F4 入力終了」ボタンをクリック

します。 

 

 

(6) 左記の画面が表示されます。 

  財務諸表のデータの読み込みが完了して

いることを確認します。 

(注)上記(2)から(6)の処理を財務諸表の種類

ごとに繰り返します。 

 

（※）詳細は、ｅ－ＴＡＸグループ通算の「シ

ステム利用マニュアル」(メニューバー[ヘル

プ]－[システム利用マニュアル])をご確認

ください。 
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２．その他の申告書添付書類の作成 

  TPS1000 で作成した財務諸表の読込後、プロセス「８．申告書添付書類の作成」で、必要に応じて

他の申告書添付書類を作成します。 

申告書添付書類作成完了後、プロセス「８．申告書添付書類の作成」の「添付書類の作成完了（確

定）」ボタンで作成完了（確定）します。 

  作成完了（確定）後は、確定解除するまで修正できません。 
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